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🎀３０周年を迎えます🎀
おにっこハウスは２０１７年１月で３０年を迎えることになりました。

地域の中で小回りのきくハンディのある人もない人も共に働く場を作ろうと２人で始めたお
にっこハウス。何かやるのなら、皆に喜ばれるものを作りたいと、味噌作りを試みましたが、
はじめは大失敗でした。上手にできた味噌は売り上げなければならず車に味噌を積んでは
あっちへこっちへと販売へ出向いた日々。
養鶏を始めたのも３０年前、少しづつ増えていく仲間の仕事にと、これまた手探りの中での
日々奮闘。生き物を仕事にしているわけですから、お盆も正月もありません。うだる様な暑い
日も、凍える様な寒い日も、仲間の皆と一緒に年中無休でおにっこ鶏１８００羽と共に今も毎日
養鶏を行っています。
手作り味噌、平飼い卵、どちらも胸を張ってお勧めできる商品を作り上げてきたおにの家は、
これら商品の販売の場として今から1996月４年に「おにっこハウス」が開店しました。１９年を経
て、昨年場所を移転し、新たに大きなお店を構えることができました。

２人で始めたおにの家は、生活の場(小原ホーム、ハイツ桜ケ丘)のスタッフを含め、現在は
総勢４０～５０人の大きな組織へと変化してきました。所帯が大きくなり、小回りはききにくく
なっているかもしれませんが、
「地域の中でハンディのある人もない人も共に働く場でありたい。」
「人に喜ばれる、安心・安全な物を作りたい。」
この２つの柱は３０年という年月の流れの中で、流される事なくいつも私達の中心で、大きく
根を下ろしています。

今年７月、相模原殺傷事件という痛ましい出来事がありました。「障害者は生きている価値
がない。」と、いう衝撃的な言葉は、多方面で波紋を呼び、今も心の中に強い恐怖を抱いてい
ます。人は１人では生きていくことはできません。それは、ハンディを持っている人もいない人
も同じこと。今日１日を生きたことを振り返れば、目に見えない数多くの人が携わってくれて
います。３０年という歴史は、数えることのできないくらい沢山の方々の手を借り、思いを受け
取りながらここまで続けてこれた証でもあります。お店に並ぶ地卵は、一つ一つ仲間が
拾い、拭きあげています。手作りの味噌は、一つ一つを計量し、シールの印を押して仕上げま
す。ご来店のお客様が「○○さん、元気だった?」と、仲間に会いに来てくださいます。仲間の
存在なくしておにっこハウスは成り立つことはできません。生きる価値は、他人が決めること
では決してなく、当たり前の様に繰り返される日常の積み重ねが厚みを重ね、出会いを生み、
仲間を増やしていき、働く仲間も私達も「今日も１日楽しく自分らしく頑張ったね」と、
思えるいつもの日常がかけがえのない事だと信じています。

３０年という節目に感謝し、これからもＮＰＯ法人おにの家、
おにっこハウスの役割を模索しながら、皆で力を合わせ頑張っていきます。
どうぞこれからもおにっこハウスをよろしくお願いいたします。

文…松村里香



７月３日に茨城県へ旅行に行ってきました。
いつもお世話になっている深谷観光さんが、
ふっかちゃんの可愛いバスを用意してくれました。

まず向かったのは…那珂湊。
海なし県の埼玉県民の私たちにとっては、ぜ～んぶ魅力的に見えます。
誰だぁ？ こんなにたくさんのお寿司を食べたのは ⤵

お次は…アクアマリン水族館。カメ、マンボー、ペンギン、チンアナゴ
たくさん見てきました。
そして、参加者全員が感動したアクアショー。とってもアシカさんが
可愛い仕草や迫力のあるジャンプを見せてくれました。

そして最後に向かったのは、めんたいこパーク。
ここでは工場見学をして、鱈の水揚げから明太子ができる
までをお勉強し、みんな楽しみにしていた明太子の試食を
しました。
みんなが食べているのは…明太子ソフトクリームと明太子
肉まんです。えェ～と思った方がいると思いますが、両方
とも後味ぴりっと美味しかったです。

おにっこへの帰り道は、恒例のビンゴ大会。
今回の一等賞は…ムーミンのトートバッグ！ おめでとう。
今年のおにっこ旅行は、39人という沢山の方（元パートさん、
親、子供、孫、婿殿）が参加してくれました。
あっという間でしたが、賑やか＆楽しい一日でした。
みんなリフレッシュして、またお仕事頑張るぞぉ。 文…野部由希子

お に っ こ 旅 行 in 茨城

味噌の仕込み開始です

新味噌のお味はいかがでしょうか？私も、個人的にお味噌を作っていただいたもの
を食べ始めましたが、色白で甘くておいしいお味噌ができました。
早いもので、１１月の２週目より次年度用の味噌の仕込みが始まります。味噌班一同、お
いしくなあれ！と、心を込めて仕込みます。お店に立ち寄りましたら、仕込み場ものぞ
いてみてください。



 

 

 
 

今年度は休日の余暇を楽しんでもらえるようにと、休日の勤務職員を 2 名体

制にしています。地域のイベント参加や田植え、BBQなどみんなで楽しむ事と

仲間達それぞれの要望に合わせて、私だけの休日も楽しんでもらえると良いな

と思っています。一人で外出が難しい仲間たちには、ちょっとそこまでと散歩

をしたり、コンビニや本屋さん、図書館やツタヤまでと少しだけ気軽に外出が

しやすくなりました。 

おにっこ独自の余暇サポートを活用し休日の行動範囲を広げている仲間がい

ます。一度、職員と一緒に池袋サンシャインに出かけ、その後友人と再び訪れ

安心して心おきなく楽しんで来た仲間。次回の計画も立てておりと次々に外出

先が広がっています。夏休みに八景島シーパラダイスで大好きなイルカショー

を楽しんできた仲間は、日帰りではもの足りなかったとのこと。すると次は一

泊して満喫してきてはと声が上がりました。今後は、海外で暮らす知人を訪問

し一緒に観光を楽しんでこようという計画もあります。生活サポートや余暇サ

ポートを活用して可能な限り、自分の好きなように貴重な人生の余暇を過ごし

て欲しいものです。 

グループホームには、サポートなしで休日を十分満喫している仲間もいます。

中でも、男性の仲良しふたり組。ときおり、休日前の仕事終わりにいつものお

店で待ち合わせをして気の合う友人達とちょっと一杯。いい気分でおしゃべり

しながら帰ってきます。もちろん、ふたりともしっかり働き、それぞれの職場

で信頼を得ています。 

休日は外出するだけではなく、日々の仕事や活動の疲れをとる大切な時間で

もあります。ホーム内でおやつ作りや藍染のカフェカーテン作りなども楽しん

でいます。一人一人の身体の具合やこころのバランスをみながら、テレビを観

ながらごろごろしたり、たっぷりと昼寝をしたり、部屋で一人静かにビデオ鑑

賞などのんびりゆっくり過ごす日もあります。 

今年の 4 月に障害者差別禁止法が施行されました。私たちのグループホーム

では、まず誰もが主体者として「好きなときに好きな人と好きな場所へ」安心

して行くことができる暮らしの場の支援環境を整えていきたいと考えています。 

                      担当ハイツ桜ヶ丘 小原由里香 

小原ホーム・ハイツ桜ヶ丘 NEWS 
                               2016年 9月 
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八景島シーパラダイスにて



おにっこの夏のお楽しみはレクリエーションです。
今年は小川七夕まつりへ行きました。「手をつながないと迷子になるよ〜」
行く前に七夕まつりでの歩き方をレクチャー。
七夕飾りもいっぱい、人もいっぱい、屋台もいっぱいで小川の七夕まつりの賑わいにビックリし
ちゃった。
お店をのぞいて歩いているとつないだ手が離れちゃうね。飲み物を買いたかったけど後にし

ようっと。人ごみの中を人をかきわけながら歩いて歩いて行ったら、有機野菜食堂わらしべさん
前でおにっこの知り合いが出店してました。タピオカミルクティとタピオカココナッツデザートを
販売です。プヨプヨとした食感がなんとも癖になるような食べ物ですね。
お腹もすいてきたので夕ご飯になるものをと探しているとオーガニックキャラバンを発見。

オーガニックの食材のお店が武蔵鶴酒造さんの一角で出店です。オーガニックたこ焼きの「へろ
ん」さん、フランクフルトやパスタの「青星屋」さんなどが出店してました。
ヘロンさんは今年のおにっこまつりに初めて出店参加してくれたお店ですね。
休憩所の一角ではバンド演奏もしてました。歌を聴きながらフランクフルトやたこ焼きを食べて
お腹も満足できたかな。

普段の生活では夜の時間帯に出かけることもめったにないですが、今年の夏レクでは、各人が
自分の好きなものを見たり食べたりできて満喫できたようでした。

文…片野幸子

Ї ˲ᾗ̪ͧ˳ͺͺͺǖ

編集後記

今年度のおにっこハロウィンまつりは１０月３０日（日）に開催されました。残念ながら当日
の様子を記事にまとめることができませんでしたが、当日ご協力いただきました出店者・
出演者の皆様、たくさんのボランティアの方々、お祭りに遊びにいらしたお客様、すべての
方々に御礼申し上げます。
このお祭りを通してノーマライゼーション社会の手本となれるよう今後も更なる横のつ

ながり、皆様との絆を広めていきたいと思っております。
おにっこのお祭りは年に２回。次回は５月下旬を予定しております。お店の出店、出演など

してみたいという方、お気軽におにっこハウスへお問い合わせください。
小山紀子


